
様
式
第
14の
２
（
第
21条
の
２
関
係
）

様
式
第
14の
２
（
第
21条
の
２
関
係
）

［
略
］

［
略
］

〔
備
考
〕

〔
備
考
〕

１
～
８
［
略
］

１
～
８
［
略
］

９
「【
返
還
金
振
込
先
】」の
欄
に
は
、
次
の
要
領
で
返
還
金
を
受
け
る
べ
き
返
還
請
求
人
又
は
代
理
人
の
銀

行
口
座
に
つ
い
て
記
載
す
る
。「【
金
融
機
関
名
】」に
は
「
〇
〇
銀
行
（
金
庫
）〇
〇
支
店
」の
よ
う
に
、「【
口

座
種
別
】」に
は
、「
普
通
預
金
」
又
は
「
当
座
預
金
」
の
別
を
、「【
口
座
番
号
】」に
は
「
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
」

の
よ
う
に
口
座
の
番
号
を
、「【
フ
リ
ガ
ナ
】
に
は
必
ず
片
仮
名
で
口
座
名
義
人
の
振
り
仮
名
を
、「【
口
座
名

義
人
】」に
は
当
該
口
座
の
名
義
人
の
氏
名
又
は
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
。
指
定
立
替
納
付
者
に
よ
る





















納
付
に
お
い
て
は
、【
金
融
機
関
名
】、【
口
座
種
別
】、【
フ
リ
ガ
ナ
】、【
口
座
名
義
人
】
及
び
【
口
座
番
号
】










































に
は
「

」
の
よ
う
に
ハ
イ
フ
ン
を
記
載
す
る
。





















９
「【
返
還
金
振
込
先
】」の
欄
に
は
、
次
の
要
領
で
返
還
金
を
受
け
る
べ
き
返
還
請
求
人
又
は
代
理
人
の
銀

行
口
座
に
つ
い
て
記
載
す
る
。「【
金
融
機
関
名
】」に
は
「
〇
〇
銀
行
（
金
庫
）〇
〇
支
店
」の
よ
う
に
、「【
口

座
種
別
】」に
は
、「
普
通
預
金
」
又
は
「
当
座
預
金
」
の
別
を
、「【
口
座
番
号
】」に
は
「
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
」

の
よ
う
に
口
座
の
番
号
を
、「【
フ
リ
ガ
ナ
】
に
は
必
ず
片
仮
名
で
口
座
名
義
人
の
振
り
仮
名
を
、「【
口
座
名

義
人
】」に
は
当
該
口
座
の
名
義
人
の
氏
名
又
は
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
記
載
す
る
。











10～
12
［
略
］

10～
12
［
略
］

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
意
匠
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

意
匠
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
は
、
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
願
書
の
様
式
）

（
願
書
の
様
式
）

第
二
条

﹇
略
﹈

第
二
条

﹇
略
﹈

２
〜
５

﹇
略
﹈

２
〜
５

﹇
略
﹈

６

産
業
技
術
力
強
化
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
研
究
開
発
等

成
果
に
係
る
意
匠
登
録
出
願
を
す
る
と
き
は
、
願
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

産
業
技
術
力
強
化
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
十
九
条
に
規
定
す
る
特
定
研
究
開
発
等
成
果
に

係
る
意
匠
登
録
出
願
を
す
る
と
き
は
、
願
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
許
法
施
行
規
則
の
準
用
）

（
特
許
法
施
行
規
則
の
準
用
）

第
十
九
条

特
許
法
施
行
規
則
第
一
章
（
総
則
）（
第
四
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
四
条
の
三
第
一
項
第
四

号
、
第
五
号
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
及
び
第
十
七
号
並
び
に
第
三
項
第
七
号
、
第
四
条
の
四
、
第
十
一
条
、

第
十
一
条
の
二
か
ら
第
十
一
条
の
二
の
三
ま
で
、第
十
三
条
の
二
、第
十
三
条
の
三
並
び
に
第
十
九
条
を
除
く
。）

の
規
定
は
、
意
匠
登
録
出
願
、
国
際
登
録
出
願
（
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
限
る
。）、
請
求
そ
の

他
意
匠
登
録
に
関
す
る
手
続
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
九
条

第
一
項
中
「
及
び
拒
絶
査
定
不
服
審
判
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
拒
絶
査
定
不
服
審
判
又
は
補
正
却
下
決
定
不
服

審
判
」
と
、
第
四
条
の
三
第
一
項
中
「
三

特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
（
も
と
の

特
許
出
願
の
代
理
人
に
よ
る
場
合
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
三

意
匠
法
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十
七

条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
五
十
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
意
匠
登
録
出
願
（
も
と
の
意
匠
登
録
出
願
の
代
理
人
に
よ
る

場
合
を
除
く
。）」
と
、「
十
二

審
判
の
請
求
（
拒
絶
査
定
不
服
審
判
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
十
二

審
判

の
請
求
（
拒
絶
査
定
不
服
審
判
及
び
補
正
却
下
決
定
不
服
審
判
を
除
く
。）」
と
、
第
四
条
の
三
第
三
項
中
「
五

特
許
法
第
百
九
十
五
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
過
誤
納
の
手
数
料
の
返
還
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
五

意

匠
法
第
六
十
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
六
十
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
指
定
手

数
料
の
返
還
請
求

五
の
二

意
匠
法
第
六
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
過
誤
納
の
手
数
料
の
返
還
請
求
」

と
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
の
二
、
第
九
条
の
三
第
二
項
及
び
第
十
一
条
の
五
中
「
拒
絶
査
定
不
服
審
判
」

第
十
九
条

特
許
法
施
行
規
則
第
一
章
（
総
則
）（
第
四
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
、
第
四
条
の
三
第
一
項
第
四

号
、
第
五
号
、
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
及
び
第
十
七
号
並
び
に
第
三
項
第
七
号
、
第
四
条
の
四
、
第
十
一
条
、

第
十
一
条
の
二
か
ら
第
十
一
条
の
二
の
三
ま
で
、第
十
三
条
の
二
、第
十
三
条
の
三
並
び
に
第
十
九
条
を
除
く
。）

の
規
定
は
、
意
匠
登
録
出
願
、
国
際
登
録
出
願
（
第
一
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
限
る
。）、
請
求
そ
の

他
意
匠
登
録
に
関
す
る
手
続
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
規
則
第
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
九
条

第
一
項
中
「
及
び
拒
絶
査
定
不
服
審
判
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
拒
絶
査
定
不
服
審
判
又
は
補
正
却
下
決
定
不
服

審
判
」
と
、
第
四
条
の
三
第
一
項
中
「
三

特
許
法
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
出
願
（
も
と
の

特
許
出
願
の
代
理
人
に
よ
る
場
合
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
三

意
匠
法
第
十
条
の
二
第
一
項
又
は
第
十
七

条
の
三
第
一
項
（
同
法
第
五
十
条
第
一
項
（
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
意
匠
登
録
出
願
（
も
と
の
意
匠
登
録
出
願
の
代
理
人
に
よ
る

場
合
を
除
く
。）」
と
、「
十
二

審
判
の
請
求
（
拒
絶
査
定
不
服
審
判
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
十
二

審
判

の
請
求
（
拒
絶
査
定
不
服
審
判
及
び
補
正
却
下
決
定
不
服
審
判
を
除
く
。）」
と
、
第
四
条
の
三
第
三
項
中
「
五

特
許
法
第
百
九
十
五
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
過
誤
納
の
手
数
料
の
返
還
請
求
」
と
あ
る
の
は
「
五

意

匠
法
第
六
十
条
の
二
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
法
第
六
十
条
の
二
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
個
別
指
定
手

数
料
の
返
還
請
求

五
の
二

意
匠
法
第
六
十
七
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
過
誤
納
の
手
数
料
の
返
還
請
求
」

と
、
第
八
条
第
二
項
、
第
九
条
の
二
、
第
九
条
の
三
第
二
項
及
び
第
十
一
条
の
五
中
「
拒
絶
査
定
不
服
審
判
」

平成年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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